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( 第４回）鶴　崎　神　社

　フォトコンテスト　　　　　　　　　　　倉敷市高須賀 安原四郎  撮影
第３回 鶴﨑神社フォトコンテスト【大賞】

　
昨
年
の
秋
祭
り
に
三
回
目
と
な
る
恒
例
の
「
鶴

崎
神
社
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
開
催
さ
れ
た
。

氏
子
内
外
か
ら
特
殊
神
事
の
供
膳
祭
や
神
幸
祭

の
楽
し
い 

真
が
寄
せ
ら
れ
、
審
査
の
結 

、
秋
祭

り
当
日
の
供
膳
祭
で
、
総
代
・
幹
事
さ
ん
の
手

に
よ
り
、
神
饌
が
神
前
に
お
供
え
さ
れ
る
風
景

を
捉
え
た
安
原
氏
の
作
品
が
見
事
大
賞
に
選
ば
れ
た
。

神
幸
祭
の
作
品
が
多
い
中
、
供
膳
祭
を
題
材
に
選
び
、
祭
典
の
荘
厳
さ
が
伝
わ
っ
て
来
る
よ
う

な
作
品
で
あ
る
。

　
入
賞
者
は
十
二
月
十
五
日

神
前
で
入
賞
奉
告
祭
に
参
列

し
、
楯
と
記
念
品
が
そ
れ
ぞ

れ
手
渡
さ
れ
、
お
互
い
の
健

闘
を
讃
え
合
っ
た
。

　
今
年
も
第
四
回
目
と
し
て

開
催
致
し
ま
す
で
多
数
の
応

募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
応
募
方
法
は
四 

に
あ
り
ま

す
）

　
入
賞
者
は
左
記
の 

り
。

大
賞       

  

倉
敷
市
高
須
賀
　
安
原
四
郎

入
選      

  

岡
山
市
内
尾
　   

山
下
忠
彦

  

早
島
町
早
島      

林   

作
治

入選作品は正月拝殿に展示致しますので、楽し
い 真の応募を待っています。

【応募規定】
①題　材　秋季大祭（供膳祭）10/18・神幸祭
　　　　　 10/19 の風景
②サイズ　２Ｌ（キャビネ版）〜４つ切り
　　　　　 （ワイド）。
　　　　　 デジカメの画像も可。
③締　切　平成１5 年１０月末日
④応募先　鶴崎神社　
　（応募者の住所・氏名・電話番号を 真に添
　 付すること。デジカメの画像の場合はＥメ
　 ールに画像を添付して下記に送付下さい。）
　　turusaki@plum.ocn.ne.jp
⑤賞　◆大賞     1 点　（楯・賞品）
　　　◆入選　  数点　（楯・賞品）

【応募上の注意】
♢応募枚数は 1 人 3 枚まで。
♢入賞した作品についてはネガまたはポジを提
　出していただきます。
♢原則として応募作品は返却致しません。
♢応募 真の版権及び著作権は、主催者に帰属
　するものとします。

祭  

事  

暦

十
月
十
八
日
（
土
）［
午
前
十
時
］

　
　
　
　
　
　
秋
季
大
祭
【
供
膳
祭
】　 

十
月
十
九
日
（
日
）［
午
前
九
時
］ 

                  

神
幸
祭

十
一
月
中
　
　
七
五
三
祈
祷

十
一
月
二
十
三
日
（
日
）［
午
後
二
時
］

　
　
　
　
　
　
新
穀
感
謝
祭

一
月
二
日
（
金
）［
午
後
二
時
］

　
　
　
　
　
　
年
始
祭

毎
月
一
日
［
午
前
九
時
］
月
次
祭

　
拝
殿
の
畳
が
長
年
の
使
用
に
よ
り
汚
れ
や

傷
み
が
あ
り
ま
し
た
が
、
夏
祭
に
間
に
合
う

よ
う
に
と
当
社
の
総
代
で
も
あ
る
株
式
会
社

永
原
兼
太
郎
商
店
社
長
　
永
原
耕
吉
氏
が
拝

殿
全
体
に
イ
草
の
香
し
い
上
敷
を
奉
納
下
さ

い
ま
し
た
。

　
イ
草
の
町
に
相
応
し
い
綺
麗
な
上
敷
に
参

拝
者
も
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

拝
殿
に
上
敷
奉
納

奉
　
納

　
品

（
奉
納
さ
れ
た
上
敷
）

　平成１５年７月１日付けで無津
地区の総代に異動がありました。

退　任　林　佳　孝
　　　　都窪郡早島町早島 616-70
就　任　田　口　嘉　宜
　　　　都窪郡早島町早島 987
　　　　電話　483-1328

総代の異動
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【
質
問
】

　
神
社
や
神
棚
に
張
る
注
連
縄
（
し
め
な

わ
）
は
ど
の
よ
う
に
張
れ
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
？ 神

道
Ｑ
＆
Ａ

【
答
え
】

　
注
連
縄
は
七
五
三
縄
と
も
記

し
、
神
前
又
は
神
聖
、
清
浄
な

場
所
を
標
す
た
め
に
引
き
渡
し

又
は
張
り
廻
ら
す
縄
の
こ
と
を

指
し
ま
す
。

　

起
源
は
古
事
記
の
神
代
巻

天
石
屋
戸
の
段
に
見
え
る
尻
久

米
縄
（
シ
リ
ク
メ
ナ
ワ
）
か
ら

伝
わ
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。

　

材
料
は
ワ
ラ
を
使
用
し
ま

す
が
稀
に
マ
コ
モ
を
使
用
す
る

地
方
も
あ
り
ま
す
。 

常
は
左
縄
に
綯
い
、

所
々
に
ワ
ラ
の
端
（
サ
ガ
リ
）
を
垂
れ
ま

す
。
そ
の
サ
ガ
リ
の
ワ
ラ
の
数
は
注
連
縄

の
長
さ
に
よ
っ
て
七
・
五
・
三
の
何
れ
か
の

　
七
五
三
は
子
供
の
無
事
な
発
育
を
喜

び
、
な
お
一
層
の
成
長
を
願
っ
て
、
そ
の

年
の
子
が
氏
神
さ
ま
に
詣
で
る
行
事
で

す
。

　
古
来
は
男
女
三
歳
で
髪
置
き
の
祝
い
、

男
児
五
歳
で
袴
着
の
祝
い
、
女
児
七
歳
で

帯
解
き
の
祝
い
を
行
っ
た
こ
と
に
由
来
し

ま
す
。

　
当
社
で
は
十
一
月
十
五
日
を
中
心
に

七
五
三
祈
祷
を
奉
仕
致
し
ま
す
。
　
　
　

　

十
一
月
十
五
・
十
六
日
以
外
に
御
祈
祷

希
望
の
方
は
前
も
っ
て
ご
予
約
下
さ
い
。

　「
七
五
三
」
祈
祷

　
去
る
九
月
五
日
午
後
七
時
三
十
分
か
ら「
リ

ト
モ
・
デ
・
コ
ラ
」
の
メ
ン
バ
ー
八
名
に
よ

る
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
と
ボ
ビ
ー
君
の
紙
芝

居
が
開
催
さ
れ
た
。

　
早
島
銀
座
ア
ー
ト
展
（
九
月
二
日
〜
七
日

開
催
）
早
島
銀
座
実
行
委
員
会
主
催
の
一
環

で
行
わ
れ
た
も
の
で
、
夕
闇
迫
る
中
境
内
の

特
設
ス
テ
ー
ジ
周
辺
に
「
さ
を
り
織
り
」
や

絵
の
ア
ー
ト
を
展
示
し
て
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を

行
い
、
メ
ン
バ
ー
得
意
の
ジ
ャ
ズ
が
数
曲
演

奏
さ
れ
た
。

　
集
ま
っ
た
約
一
〇
〇
名
の
観
客
は
い
つ
も

と
は
変
わ
っ
た
神
社
の
森
で
の
コ
ン
サ
ー
ト

に
盛
ん
な
拍
手
を
送
っ
た
。

　
ま
た
、
境
内
で
は
イ
タ
リ
ア
料
理
の
「
ラ

ル
ゴ
」
が
出
店
し
、
会
場
の
雰
囲
気
を
盛
り

上
げ
た
。

境
内
で
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

リ
ト
モ
・
デ
・
コ
ラ

数
に
し
ま
す
。

　
ま
た
、
紙
垂
（
シ
デ
）
は
サ
ガ
リ
の
間
に

付
け
ま
す
。
そ
の
数
は
サ
ガ
リ
三
の
場
合
二

垂
れ
、
サ
ガ
リ
五
の
場
合
四
垂
れ
、
サ
ガ
リ

七
の
場
合
八
垂
れ
と
し
ま
す
。

　

張
り
方
は
神
社
や
神
棚
な
ど
の
一 

に
張

る
場
合
は
「
本
と
末
」
の
考
え
か
ら
綯
い
始

め
を
左
。
即
ち
神
様
か
ら
見

て
左
、
神
前
に
向
か
っ
て
右

に
し
ま
す
。

　
左
か
ら
始
め
る
の
は
、
地

球
の
自
転
や
竜
巻
は
全
て
左

に
回
っ
て
い
る
と
い
う
よ
う

な
自
然
の
摂
理
に
よ
る
も
の

で
す
。
従
っ
て
神
社
で
の
上 

は
神
様
か
ら
見
て
中
央
、
左
、

右
の
順
番
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
一
部
の
神
社
（
出

雲
大
社
等
）
で
は
一
社
の
故
実

に
よ
り
本
（
綯
い
始
め
）
を

右
（
神
様
か
ら
見
て
右
）
に

す
る
神
社
も
あ
り
ま
す
。

　
四
方
に
張
る
場
合
は
東
北
（
丑
寅
）
の
隅

か
ら
始
め
て
東
南
・
西
南
・
西
北
・
北
を
経

て
再
び
東
北
で
結
び
ま
す
。

　
北
東
か
ら
始
め
る
の
は
丑
寅
の
寅
は
演

（
エ
ン
）
で
春
に
な
っ
て
始
め
て
、
地
上
に

新
芽
を
出
す
こ
と
。
即
ち
万
物
の
始
め
に
な

り
ま
す
。

丑
は
紐
（
チ
ュ
ウ
）
で
結
び
終
わ
る
こ
と
。

即
ち
万
物
の
終
わ
り
に
な
る
こ
と
か
ら
張
り

方
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　「
早
島
へ
鬼
を
呼
び
戻
そ
う
！
」
を
合

い
言
葉
に
第
一
回「
は
や
し
ま
鬼
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
る
。

　
当
社
は
創
建
当
初
、
吉
備
津
神
社
本
殿

両
端
に
祀
っ
て
あ
る
丑
寅
御
崎
大
明
神

（
ウ
ラ
）
の
名
称
か
ら
御
崎
宮
と
称
さ
れ

て
い
た
。

　
温
羅
（
ウ
ラ
）
＝
鬼
で
あ
る
た
め
秋
祭

に
は
沢
山
の
鬼
が
出
て
賑
わ
っ
て
い
た
。

　
そ
の
早
島
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
鬼
を
現

代
的
に
呼
び
戻
そ
う
と
企
画
さ
れ
た
の
が

「
は
や
し
ま
鬼
ま
つ
り
」
で
あ
る
。

一
、
日　

時　

　
　
　
平
成
十
六
年
二
月
八
日（
日
曜
日
）

二
、
場　

所　

　
　
　
中
央
公
民
館
・
ゆ
る
び
の
舎
・
児

　
　
　
童
館
・
鶴
崎
神
社

三
、
内　

容　

　
　
　
鬼
の
絵
書
き
・
鬼
面
作
り
・
折
り

　
　
　
紙
鬼
の
展
示
・
鬼
コ
ン
テ
ス
ト
・

　
　
　
飲
食
の
出
店
等

は
や
し
ま

鬼
ま
つ
り

供膳祭　１０月１８日（土）　午前１０時〜
総代、幹事により３０台の特殊神饌を神前にお供えします。
夕方には夜店がたくさん出ます。
神幸祭　１０月１９日（日）午前９時〜午後２時３０分
午前８時の花火により執行の合図とします。午前９時の
花火の合図と共に神幸行列が神社を出発します。
各御旅所を巡幸して２時３０分頃に神社へ還御されます
ので、沿道に出て神輿を奉拝下さい。

秋まつりの予定
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【
質
問
】

　
神
社
や
神
棚
に
張
る
注
連
縄
（
し
め
な

わ
）
は
ど
の
よ
う
に
張
れ
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
？ 神

道
Ｑ
＆
Ａ

【
答
え
】

　
注
連
縄
は
七
五
三
縄
と
も
記

し
、
神
前
又
は
神
聖
、
清
浄
な

場
所
を
標
す
た
め
に
引
き
渡
し

又
は
張
り
廻
ら
す
縄
の
こ
と
を

指
し
ま
す
。

　

起
源
は
古
事
記
の
神
代
巻

天
石
屋
戸
の
段
に
見
え
る
尻
久

米
縄
（
シ
リ
ク
メ
ナ
ワ
）
か
ら

伝
わ
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。

　

材
料
は
ワ
ラ
を
使
用
し
ま

す
が
稀
に
マ
コ
モ
を
使
用
す
る

地
方
も
あ
り
ま
す
。 

常
は
左
縄
に
綯
い
、

所
々
に
ワ
ラ
の
端
（
サ
ガ
リ
）
を
垂
れ
ま

す
。
そ
の
サ
ガ
リ
の
ワ
ラ
の
数
は
注
連
縄

の
長
さ
に
よ
っ
て
七
・
五
・
三
の
何
れ
か
の

　
七
五
三
は
子
供
の
無
事
な
発
育
を
喜

び
、
な
お
一
層
の
成
長
を
願
っ
て
、
そ
の

年
の
子
が
氏
神
さ
ま
に
詣
で
る
行
事
で

す
。

　
古
来
は
男
女
三
歳
で
髪
置
き
の
祝
い
、

男
児
五
歳
で
袴
着
の
祝
い
、
女
児
七
歳
で

帯
解
き
の
祝
い
を
行
っ
た
こ
と
に
由
来
し

ま
す
。

　
当
社
で
は
十
一
月
十
五
日
を
中
心
に

七
五
三
祈
祷
を
奉
仕
致
し
ま
す
。
　
　
　

　

十
一
月
十
五
・
十
六
日
以
外
に
御
祈
祷

希
望
の
方
は
前
も
っ
て
ご
予
約
下
さ
い
。

　「
七
五
三
」
祈
祷

　
去
る
九
月
五
日
午
後
七
時
三
十
分
か
ら「
リ

ト
モ
・
デ
・
コ
ラ
」
の
メ
ン
バ
ー
八
名
に
よ

る
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
と
ボ
ビ
ー
君
の
紙
芝

居
が
開
催
さ
れ
た
。

　
早
島
銀
座
ア
ー
ト
展
（
九
月
二
日
〜
七
日

開
催
）
早
島
銀
座
実
行
委
員
会
主
催
の
一
環

で
行
わ
れ
た
も
の
で
、
夕
闇
迫
る
中
境
内
の

特
設
ス
テ
ー
ジ
周
辺
に
「
さ
を
り
織
り
」
や

絵
の
ア
ー
ト
を
展
示
し
て
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を

行
い
、
メ
ン
バ
ー
得
意
の
ジ
ャ
ズ
が
数
曲
演

奏
さ
れ
た
。

　
集
ま
っ
た
約
一
〇
〇
名
の
観
客
は
い
つ
も

と
は
変
わ
っ
た
神
社
の
森
で
の
コ
ン
サ
ー
ト

に
盛
ん
な
拍
手
を
送
っ
た
。

　
ま
た
、
境
内
で
は
イ
タ
リ
ア
料
理
の
「
ラ

ル
ゴ
」
が
出
店
し
、
会
場
の
雰
囲
気
を
盛
り

上
げ
た
。

境
内
で
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

リ
ト
モ
・
デ
・
コ
ラ

数
に
し
ま
す
。

　
ま
た
、
紙
垂
（
シ
デ
）
は
サ
ガ
リ
の
間
に

付
け
ま
す
。
そ
の
数
は
サ
ガ
リ
三
の
場
合
二

垂
れ
、
サ
ガ
リ
五
の
場
合
四
垂
れ
、
サ
ガ
リ

七
の
場
合
八
垂
れ
と
し
ま
す
。

　

張
り
方
は
神
社
や
神
棚
な
ど
の
一 

に
張

る
場
合
は
「
本
と
末
」
の
考
え
か
ら
綯
い
始

め
を
左
。
即
ち
神
様
か
ら
見

て
左
、
神
前
に
向
か
っ
て
右

に
し
ま
す
。

　
左
か
ら
始
め
る
の
は
、
地

球
の
自
転
や
竜
巻
は
全
て
左

に
回
っ
て
い
る
と
い
う
よ
う

な
自
然
の
摂
理
に
よ
る
も
の

で
す
。
従
っ
て
神
社
で
の
上 

は
神
様
か
ら
見
て
中
央
、
左
、

右
の
順
番
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
一
部
の
神
社
（
出

雲
大
社
等
）
で
は
一
社
の
故
実

に
よ
り
本
（
綯
い
始
め
）
を

右
（
神
様
か
ら
見
て
右
）
に

す
る
神
社
も
あ
り
ま
す
。

　
四
方
に
張
る
場
合
は
東
北
（
丑
寅
）
の
隅

か
ら
始
め
て
東
南
・
西
南
・
西
北
・
北
を
経

て
再
び
東
北
で
結
び
ま
す
。

　
北
東
か
ら
始
め
る
の
は
丑
寅
の
寅
は
演

（
エ
ン
）
で
春
に
な
っ
て
始
め
て
、
地
上
に

新
芽
を
出
す
こ
と
。
即
ち
万
物
の
始
め
に
な

り
ま
す
。

丑
は
紐
（
チ
ュ
ウ
）
で
結
び
終
わ
る
こ
と
。

即
ち
万
物
の
終
わ
り
に
な
る
こ
と
か
ら
張
り

方
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　「
早
島
へ
鬼
を
呼
び
戻
そ
う
！
」
を
合

い
言
葉
に
第
一
回「
は
や
し
ま
鬼
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
る
。

　
当
社
は
創
建
当
初
、
吉
備
津
神
社
本
殿

両
端
に
祀
っ
て
あ
る
丑
寅
御
崎
大
明
神

（
ウ
ラ
）
の
名
称
か
ら
御
崎
宮
と
称
さ
れ

て
い
た
。

　
温
羅
（
ウ
ラ
）
＝
鬼
で
あ
る
た
め
秋
祭

に
は
沢
山
の
鬼
が
出
て
賑
わ
っ
て
い
た
。

　
そ
の
早
島
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
鬼
を
現

代
的
に
呼
び
戻
そ
う
と
企
画
さ
れ
た
の
が

「
は
や
し
ま
鬼
ま
つ
り
」
で
あ
る
。

一
、
日　

時　

　
　
　
平
成
十
六
年
二
月
八
日（
日
曜
日
）

二
、
場　

所　

　
　
　
中
央
公
民
館
・
ゆ
る
び
の
舎
・
児

　
　
　
童
館
・
鶴
崎
神
社

三
、
内　

容　

　
　
　
鬼
の
絵
書
き
・
鬼
面
作
り
・
折
り

　
　
　
紙
鬼
の
展
示
・
鬼
コ
ン
テ
ス
ト
・

　
　
　
飲
食
の
出
店
等

は
や
し
ま

鬼
ま
つ
り

供膳祭　１０月１８日（土）　午前１０時〜
総代、幹事により３０台の特殊神饌を神前にお供えします。
夕方には夜店がたくさん出ます。
神幸祭　１０月１９日（日）午前９時〜午後２時３０分
午前８時の花火により執行の合図とします。午前９時の
花火の合図と共に神幸行列が神社を出発します。
各御旅所を巡幸して２時３０分頃に神社へ還御されます
ので、沿道に出て神輿を奉拝下さい。

秋まつりの予定
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( 第４回）鶴　崎　神　社

　フォトコンテスト　　　　　　　　　　　倉敷市高須賀 安原四郎  撮影
第３回 鶴﨑神社フォトコンテスト【大賞】

　
昨
年
の
秋
祭
り
に
三
回
目
と
な
る
恒
例
の
「
鶴

崎
神
社
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
開
催
さ
れ
た
。

氏
子
内
外
か
ら
特
殊
神
事
の
供
膳
祭
や
神
幸
祭

の
楽
し
い 

真
が
寄
せ
ら
れ
、
審
査
の
結 

、
秋
祭

り
当
日
の
供
膳
祭
で
、
総
代
・
幹
事
さ
ん
の
手

に
よ
り
、
神
饌
が
神
前
に
お
供
え
さ
れ
る
風
景

を
捉
え
た
安
原
氏
の
作
品
が
見
事
大
賞
に
選
ば
れ
た
。

神
幸
祭
の
作
品
が
多
い
中
、
供
膳
祭
を
題
材
に
選
び
、
祭
典
の
荘
厳
さ
が
伝
わ
っ
て
来
る
よ
う

な
作
品
で
あ
る
。

　
入
賞
者
は
十
二
月
十
五
日

神
前
で
入
賞
奉
告
祭
に
参
列

し
、
楯
と
記
念
品
が
そ
れ
ぞ

れ
手
渡
さ
れ
、
お
互
い
の
健

闘
を
讃
え
合
っ
た
。

　
今
年
も
第
四
回
目
と
し
て

開
催
致
し
ま
す
で
多
数
の
応

募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
応
募
方
法
は
四 

に
あ
り
ま

す
）

　
入
賞
者
は
左
記
の 

り
。

大
賞       

  

倉
敷
市
高
須
賀
　
安
原
四
郎

入
選      

  

岡
山
市
内
尾
　   

山
下
忠
彦

  

早
島
町
早
島      

林   

作
治

入選作品は正月拝殿に展示致しますので、楽し
い 真の応募を待っています。

【応募規定】
①題　材　秋季大祭（供膳祭）10/18・神幸祭
　　　　　 10/19 の風景
②サイズ　２Ｌ（キャビネ版）〜４つ切り
　　　　　 （ワイド）。
　　　　　 デジカメの画像も可。
③締　切　平成１5 年１０月末日
④応募先　鶴崎神社　
　（応募者の住所・氏名・電話番号を 真に添
　 付すること。デジカメの画像の場合はＥメ
　 ールに画像を添付して下記に送付下さい。）
　　turusaki@plum.ocn.ne.jp
⑤賞　◆大賞     1 点　（楯・賞品）
　　　◆入選　  数点　（楯・賞品）

【応募上の注意】
♢応募枚数は 1 人 3 枚まで。
♢入賞した作品についてはネガまたはポジを提
　出していただきます。
♢原則として応募作品は返却致しません。
♢応募 真の版権及び著作権は、主催者に帰属
　するものとします。

祭  

事  

暦

十
月
十
八
日
（
土
）［
午
前
十
時
］

　
　
　
　
　
　
秋
季
大
祭
【
供
膳
祭
】　 

十
月
十
九
日
（
日
）［
午
前
九
時
］ 

                  

神
幸
祭

十
一
月
中
　
　
七
五
三
祈
祷

十
一
月
二
十
三
日
（
日
）［
午
後
二
時
］

　
　
　
　
　
　
新
穀
感
謝
祭

一
月
二
日
（
金
）［
午
後
二
時
］

　
　
　
　
　
　
年
始
祭

毎
月
一
日
［
午
前
九
時
］
月
次
祭

　
拝
殿
の
畳
が
長
年
の
使
用
に
よ
り
汚
れ
や

傷
み
が
あ
り
ま
し
た
が
、
夏
祭
に
間
に
合
う

よ
う
に
と
当
社
の
総
代
で
も
あ
る
株
式
会
社

永
原
兼
太
郎
商
店
社
長
　
永
原
耕
吉
氏
が
拝

殿
全
体
に
イ
草
の
香
し
い
上
敷
を
奉
納
下
さ

い
ま
し
た
。

　
イ
草
の
町
に
相
応
し
い
綺
麗
な
上
敷
に
参

拝
者
も
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

拝
殿
に
上
敷
奉
納

奉
　
納

　
品

（
奉
納
さ
れ
た
上
敷
）

　平成１５年７月１日付けで無津
地区の総代に異動がありました。

退　任　林　佳　孝
　　　　都窪郡早島町早島 616-70
就　任　田　口　嘉　宜
　　　　都窪郡早島町早島 987
　　　　電話　483-1328

総代の異動
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